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２
年
連
続
総
合
優
勝
　
中
沢
自
治
会
！

第
4
2回
村
民
体
育
祭

７
月
８
囗

（
日
）
、
自
治
会

対
抗
第
4
2
回
村
民
体
育
祭
が
村

総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
、
花
火
の
合
図
と

と
も
に
、
選
手
団
の
入
場
が
始

ま
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装

や
交
通
安
全
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

手
に
行
進
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
各
自
治

会
の
名
誉
を
か
け
て
、
障
害

・

徒
走
・
綱
引
き

・
リ
レ
ー
な
ど

1
7種
目
の
競
技
に
熱
戦
を
繰
広

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援
テ
ン

ト
か
ら
犬
声
援

が
送
ら
れ
て

い

ま
し
た
。

競
技
結
果
は
、
入
場
行
進
、

少
年
リ
レ
ー
、
幼
児
徒
競
走
な

ど
の
種
目
を
制
し
た
中
沢
自
治

会

が
見
事
２
年
連
続
の
総
合
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

選手宣誓は中沢地区の坂本英隆さん
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主　な　競　技　結　果

１　　 位 ２　　 位 ３　　 位

総　　 合　　 の　　 部 中　　　　　 沢 ㈲ 点） 郷　　　　 沢(80 点) 広　　　　　 瀬(76 点)

入　　　場　　　行　　　進 中　　　　　　沢 阿　 弥　 陀　 川 広　　　　　　瀬

少　　年　　リ　　 レ　　 ー 中　　　　　　沢 広　　　　　　瀬 郷　　　　　 沢

成　 人　 障　 害　 競　 走 高　　　　　 根 中　　　　　　沢 郷　　　　　 沢

幼　　児　　徒　　競　　 走 中　　　　　　沢 高　 根・蓬　 田

ゴ ル フ ご っ こ
男　 子 瀬　　 辺　　 地( 飯田) 郷　　　　　 沢(大宮) 中　　　　　 沢(坂本)

女　 子 阿　 弥　 陀　 川(青木) 広　　　　　 瀬(久慈) 高　　　　　 根(久慈)

高 齢 者 障 害 競 走 長　　　　　 科 中　　　　　　沢 蓬　 田・郷　 沢

婦　人　障　害　リ　レ　 ー 郷　　　　　 沢 瀬辺地・中　 沢

少　　年　　綱　　引　　 き 瀬　　 辺　　 地 広　　　　　　瀬 阿　 弥　 陀　 川

自 治 会 対 抗 綱 引 き 広　　　　　　瀬 高　　　　　 根 長　　　　　 科

高　 齢　 者　 王　 入　 れ 高　　　　　 根 阿　 弥　 陀　 川 蓬　　　　　　田

消　 防　 団　 リ　　レ　 ー 郷　　　　　 沢 中　　　　　　沢 阿　 弥　 陀　 川

長　　 縄　　 跳　　 び 中　　　　　　　沢 瀬　　 辺　　 址 阿　 弥　 陀　 川

チ ヤ リ ン コ レ ー ス 中　　　　　　沢 広　　　　　　瀬 蓬　 田・郷　 沢

自 治 会 対 抗 リ レ ー 郷　　　　　 沢 中　　　　　　沢 瀬　　 辺　　 地

優勝した中沢自治会のみなさん

ｊ　●第42回村民体育祭



蟹
田
町
・
蓬
田
村

消
防
団
合
同
観
閲
式６

月
2
4日
（
囗
）
、
蟹
田
町
役
場
北

側
駐
車
場
を
主
会
場
に
、
蟹
田
町
・
蓬

田
村
消
防
団
合
回
観
閲
式
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
８
時
に
消
防
団
員
が
入
場
し
、

宮
本
勉
蟹
田
町
消
防
団
長
の
総
指
揮
の

も
と
整
列
し
た
団
員
、
婦
人
消
防
協
力

隊
４
１
０
人
は
、
殉
職
消
防
団
員
へ
の

黙
と
う
、
検
閲
、
機
械
・
器
具
点
検
、

分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
蟹
田
漁
港
広
場
で
は
赤
、
青
、

黄
、
緑
の
水
を
使
っ
た
色
鮮
や
か
な
放

水
が
行
わ
れ
、
観
覧
者
か
ら
大
き
な
拍

手
を
浴
び
ま
し
た
。

◇
消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長
　
工
　
藤
　
修
　
治

◇

青

森

県

知

事

表

彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

副
分
団
長
　
坂
　

本
　
　
　
　
豊

団
　

員
　

山
　

舘
　

勝
　

雄

◇
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
勤
続
章

分
団
長
　
大
　
宮
　
正
　
志

分
団
長
　
木
　
村
　
光
　
秀

◇
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
勤
功
章

分
団
長
　

吉
　

田
　

常
　

逸

分
団
長
　

佐
　

藤
　

信
　

彦

・
永
年
勤
続
章

（
2
5年
）

副
分
団
長
　
坂
　

本
　
　
　
　
豊

団
　

員
　

山
　

舘
　

勝
　

雄

・
永
年
勤
続
章

（
1
5年
）

部
　

長
　

福
　

井
　

明
　

彦

部
　

長
　

八
　

幡
　

聖
　

司

団
　

員
　

工
　

藤
　

政
　

春

団
　

員
　

細
　

谷
　

昭
　

平

団
　

員
　

福
　

田
　

輝
　

昭

団
　

員
　

福
　

井
　

幸
　

正

団
　

員
　

田
　

中
　

張
　

寛

団
　

員
　

川
　

綸
　

嗇
］
　
史

・
永
年
勤
続
章

（
1
0年
）

班
　

長
　

柿
　

畸
　

健
　

一

団
　

員
　

下
　

山
　
　
　

孝

団
　

員
　

広
　

田
　

輝
　

明

団
　

員
　

佐
　

井
　

浩
　

行

団
　

員
　

久
　

慈
　

孝
　

弘

◇
青
森
県
東
青
支
部
長
表
彰

団
　

昌
］
　
稲
　

葉
　

民
　

人

団
　

員
　

山
　

囗
　

昭
　

二

団
　

目
］
　
吉
　

田
　
　
　

修

団
　

員
　

下
　

山
　
　
　

孝

団
　

員
　

小
　

鹿
　

剛
　

将

団
　

員
　

木
　

村
　

真
　

司

団
　

員
　

武
　

井
　

牧
　

仁

団
　

員
　

田
　

中
　
　
　

忠

団
　

員
　

佐
　

井
　

但
　

輔

◇
蓬
田
村
消
防
団
長
表
彰

団
　

目
］
　坂
　

本
　

忠
　

孝

団
　

員
　

坂
　

本
　

佐
兵
衛

団
　

員
　

細
　

谷
　

幸
　

生

団
　

員
　

田
　

中
　

由
　

弘

団
　

員
　

高
　

田
　

コ

一
三

団
　

員
　

山
　

舘
　

忠
　

則

団
　

員
　

久
　

慈
　
　
　

司

団
　

員
　

小
野
寺
　

和
　

仁

◇
感
謝
状

前
副
団
長
　
張
　

間
　

市
　

郎

火
災
第
一
発
見
者

藤
　

田
　

千
　

惠

（
敬
称
略
）

●消防団合同観閲式　４



村
納
税
納
付
の
尽
力
に
感
謝

蓬
田
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
総
会
が
、
６
月
2
2日

釜

）、

関
係
者
4
0人
出
席
の
も
と
喜
久

酔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

聿
嶋
良
一
会
長
が
あ
い
さ
つ

の
後
、
納
税
功
労
者
の
表
彰

が

行
わ
れ
、
引
き
続
き
議
事

に
入

り
、
平
成
1
3年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
で
は

次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
　

津
　
嶋
　
良
　
一

副
会
長
　
　

吉
　
田
　
　
　

齊

ク
　
　
　
小
　
野
　
慶
　
治

理
　
事
　
　

坂
　
本
　
三
千
雄

ク
　
　
　
吉
　
田
　
虎
　
雄

々
　
　
　
泉
　
谷
　
悛
　
逸

ク
　
　
　
小
　
鹿
　
鶴
　
男

ク
　
　
　
藤
　
本
　
作
　
蔵

ク
　
　
　
吉
　
畸
　
良
　
一

ク
　
　
　
越
　
田
　
源
　
策

々
　
　
　
柿
　
峅
　
政
　
雄

ク
　
　
　
石
　
山
　
慶
　
子

ク
　
　
　
エ
　

藤
　
年
　
汪

ク
　
　
　
木
　
村
　
　
　

彰

監
　
事
　
　

森
　
　
　

繁
　
春

ク
　
　
　
小
野
寺
　
　
　

守

納
税
功
労
者
表
彰

▼
永
年
勤
続
表
彰

池
田
　
　

満
（
阿
弥
陀
川
）

武
井
　
道
秀
（
蓬
　
　
田
）

ま
た
、
青
森
県
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
青
森
地
区
支
部
総
会

に
お
い
て
、
浜
田
正
雄
（
蓬
哲

さ
ん
が
納
税
功
労
者
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。

役
場
で

蓬
中
W
O
R
L
D

７
月
1
0日
（
火
）
、
総
合
的
嵒

習
の
時
間
「
蓬
中
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」

と
し
て
、
蓬
中
１
年
生
男
子
４

人
が
「
村
の
歴
史
」
に
つ
い
て
、

３
年
生
女
子
２
人
が
「
村
の
滝
」

に
つ
い
て
訪
ね
る
た
め
役
場
に

来
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
職
員
の
説
明

を
熱
心
に
聞
き
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

「
蓬
中
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
と
は
、

生
徒
が
自
分
で
課
題
を
決
め
、

自
分
で
解
決
方
法
を
考
え
て
自

分
で
調
査
活
動
等
を
し
て
い
く

時
間
で
す
。
今
年
は
、
毎
週
２

時
間
、
蓬
中
祭
ま
で
の
前
期
間

で
行
い
、
蓬
中
祭
で
成
果
を
発

表
す
る
予
定
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
用
移
動

放
送
機
材
を
購
入

６
月
に
平
成
1
3年
度
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
自
治

宝
く
じ
）
の
助
成
を
得
て
、
イ

ベ
ン
ト
用
移
動
放
送
機
材
を
購

入
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
産
業
祭
及
び
村
民

祭
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
さ

れ
ま
す
。

●
親
父
の
背
真
の
丁
子
が
生
き
て
い
る
　
　
　

藤
　
久

●
物
言
わ
ぬ
親
父
の
怖
さ
目
で
わ
か
る
　
　
　

森
　
勝

●
街
角
で
親
父
と
呼
ば
れ
て
老
を
知
る
　
　
　

あ
き
お

●
嫁
ぐ
娘
に
親
父
一
人
が
涙
拭
く
　
　
　
　
　

年
　
栄

●
通
学
車
娘
あ
ぐ
ら
で
化
粧
す
る
　
　
　
　
　

絹
　
枝

●
多
分
こ
う
だ
と
思
う
親
父
の
辞
書
を
引
く
　

文
　
明

●
年
回
忌
親
父
の
年
を
越
え
た
経
　
　
　
　
　
　

和
　

也

●
親
父
の
拳
修
羅
を
掴
ん
だ
跡
が
あ
る
　
　
　

蓬
　
石

●
宅
配
で
親
父
の
声
も
詰
め
る
母
　
　
　
　
　

勝
　

美

●
戻
し
た
い
親
父
の
睨
み
利
く
国
に
　
　
　
　
　
藤
　
正

今
年
の
1
0月
に
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
が
あ
り
ま

す
。事

業
主
の
み
な
さ
ん
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

ｊ　●川柳北緯41°



ア
ワ
ヨ
ト
ウ
大
発
生
、

今
後
の
発
生
に
要
注
意
！

６
月
下
句
か
ら
７
月
中
旬
に

か
け
て
、
村
内
の
牧
草
地
、
畦

畔
、
農
道
、
休
耕
田
な
ど
に
ア

ワ
ヨ
ト
ウ
が
大
発
生
し
、
一
部

で
は
畦
畔
付
近
の
イ
ネ
も
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

ア
ワ
ヨ
ト
ウ
は
寒
さ
に
弱
く
、

本
県
で
は
越
冬
で
き
な

い
害
虫

で
、
今
回
発
生
し
た
幼
虫
は
、

５
月
下
旬

～
６
月
中
旬
に
中
国

大

陸
か
ら
飛
来
し
た
成
虫
が
産

卵
し
た
第
一
回
目
の
幼
虫
で
す
。

幼
虫
は
日
中
、
株
元
に
潜
み
夜

間
に
活
動
し
ま
す

が
、
今
回

の

よ
う
に
大
発
生
す
る
と
昼
間
も

活
動
し
ま
す
。

次
の
世
代
の
幼
虫
は
、
８
月

中
句
～
下
旬
こ
ろ
に
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ネ
の

出
穂
期
こ
ろ
の
被
害
は
、
葉
ば

か
り
か
穂
ま
で
も
暴
食
さ
れ
大

被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

次
の
世
代
の
若
齢
幼
虫
期
に

あ
た
る
８
月
中
旬
ご
ろ
に
、
稲

株
を
た
た
い
て
み
る
な
ど
し
て

注
意
深
く
観
察
し
、
幼
虫
の
発

生
が
確
認
さ
れ
た
ら
薬
剤
散
布

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

被害にあった水田

自
衛
官
募
集
！

◆
募
集

種
目

○
航
空
学
生
…
…
…
…
…
海
・
空
自
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
戦
術
航
空
士
養
成

○
一
般
曹
候
補
学
生
…
…
２
年
間
の
教
育
終
了
後
３
曹
昇
任

○
曹
候
補
士
…
…
…
…
…
入
隊
後
３
年
以
降
、
選
考
に
よ
り
３
曹
昇
任

○
２
等
陸
・
海
・
空
士
…
任
期
制
隊
員
、
選
抜
試
験
で
曹
へ

◆
応
募

資
格

☆

航
空
学
生
…
…

…
…
…
一
に同一ｙ
マ
（
見

込
含
）
2
1歳
未

満
の
者

☆

一
般
曹
候

補
学
生
…
…
1
8歳
以

上
、
2
4歳
未

満
の
者

☆
曹

候
補
士
…
…

…
…
…
1
8歳
以

上
、
2
7歳
未

満
の
者

☆
２
等

陸

こ
渮
・
空
士
…
1
8歳
以

上
、
2
7歳
未

満
の
者

（
※
年
齢
は

、
い
ず
れ
も
平
成
1
4年
４
月
１

囗
現
在
）

◆
受
付
期
間

◆
試

験

日

平
成
1
3年
８
月
６

囗
（
月
）

～
９
月

７
日
（
金
）

○

一
般
曹
候
補
学

生
及
び
曹
候

補
士
　

平
成
1
3年
９

月
1
6日

（
日

）

○
航

空
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

成
1
3年
９

月
2
2日

（
土

）

０
２
等

陸

・
海

・
空
士

（
男
子
）
　
　

平

成
1
3年
９

月
1
9日

（
水

）
　・

2
0日

（
木
）

０
２
等

陸

・
海

・
空
士
（
女
子
）
　
　

平

成
1
3年
９

月
2
5日

（
火

）
　・

2
6日

（
水
）

（
※
２
次
試
験

の
日
程
等
は

、
別
に
お
知

ら
せ

致
し
ま
す

。
）

※
急
　

募
　

◆
募
集
種
目
　

２

等
陸

・
溷

・
空
士

（
男
子

）

◆
待
　
　

遇
　

○
身
　

分
・：
特
別
職
国

家
公

務
員

○
初
任
給
：
１

６
３

、
０
０
０

円

◆
応
募
資
格
　
1
8
歳
以
上
、
2
7
歳
未
満
の
者

◆
試

験

日
　

平
成

陷
年
８
日
2
4日

（

金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
青
森
募
集
案
内
所

（
電
話
：
０
１
７
－
7
8
3
1
2
2
9
5
）

●アワヨトウ大発生　∂



お知らせ

国
保
か
ら
のお

知
ら
せ

○
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改

正

に
よ
り
、
災
害
な
ど
の
特

別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険

税

（
料
）
を
一
年
間
滞
納
し

て
い
る
世
帯
に
は
、
保
険
証

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

○
そ
の
場
合
、
「
資
格
証
明
証
」

を
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
で
お
医

者
さ

ん
に
か
か
る
と
き
は
、
い
っ

た
ん
医
療
費
の
全
妬
歹
ざ
支
払
っ

て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

○
保
険
税

（
料
）
は
納
期
内

に

納
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し

い
こ
と
は
、
役
場
国
保
係

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

第
２
回
青
森
県
育
樹
祭

参
加
者
募
集
！

枝
打
ち
を
し
な
が
ら
、
森
林

浴
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

木
工
教
室
や
青
函
1
0町
村
の
特

産
物
直
売
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
ご
参
加
下

さ
い
。

●
日
時

●
場
所

1
0月
2
1日
（
日
）

1
0時
か
ら

今
別
町
（
眺
海
の
森

林
）
　（
蓬
田
村
役
場
前
か

ら

無
料
送
迎
バ
ス
有
り
。
現
地

参
加
可

能
）

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

往
復
は
が
き
に
、
住
所

・
氏

名
（
参
加
者
全
員
）
　・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
９

月
1
0日
ま
で
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

〒
０
３
０
－
8
5
7
0

青
森
県
庁
林
政
課

ａ
０
１
７
－
７
３
４
－
9
5
1
5

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

木
造
住
宅
に
係
る
公
庫
融
資

の
返
済
期
間
が
「
3
5年
以
内
」

と
現
行
よ
り
1
0年
長
く
な
る
こ

と
に
伴
い
、
平
成
1
4年
４
月
か

ら
公
庫
融
資
の
対
象
と
な
る
新

築
住
宅
は
次
の
よ
う
な
耐
久
性

基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
定
さ

れ
ま
す
。

①
丈
夫
な
基
礎
（
鉄
筋

ゴ
ン
グ

リ
ー
ト
造
の
布
基
礎
で
地
面

か
ら
の
高
さ
が
4
0
m以
上
）

②
丈
夫
な
太
い
柱
（
す
み
柱
は

1
2四
角
以
上
、
通
し
柱
で
あ

る
す
み
柱
は
1
3・
５

四
角
以

占
③
小
屋
裹
・
床
下
の
換
気
孔
設

置
、
防
腐
・
防
蟻
措
置
の
実

施
等

こ
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
住

宅
は
、
公
庫
融
資
を
ご
利
用
に

な
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。
基
準
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

（
０
２
２
－

２
２
７
－
5
0
3
6

）

ま
で
。

福
祉
課
よ
り
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

父
母
の
離
婚
、
父
親
の
死
亡

又
は
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で

生
ま
れ
た
児
童
（
未
婚

の
母
の

子
）
で
、
父
親
と
生
計
を
同
じ

く
し
て

い
な

い
児
童
を
監
護
し

て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
変
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て

い
て
県
が

認
定
し
た
人
で
児
童

が
1
8歳
に

な

る
ま

で
支

給

さ
れ
ま

す

。

（
所
得
制
限
等
の
制
約
あ
り
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

精
神
ま
た
身
体
に
障
害
を
有

す
る
2
0歳
未
満
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
、
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
変
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
で
県
が
認

定
し
た
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
制
限
等
の
制
約
あ
り
）

東
北
電
気
保
安
協
会

よ
り
お
知
ら
せ

０
８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月

間
」
で
す
。

例
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の

３
ヵ
月
間
、
感
電
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

暑
さ
に
よ
る
疲
労
で
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ

へ
、
肌
の
露
出
が
多
く
な
り
、

さ
ら
に
、
発
汗
に
よ
り
電
気
が

流
れ
や
す
く
な
る
な
ど
の
悪
条

件
が
重
な
り
ま
す
の
で
、
感
電

事
故
な
ど
起
こ
さ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

経
済
産
業
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

と
定
め
、
電
気
を
安
全
に
使
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
全
国
一
斉

に
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

７　●お知らせ情報局



海上保安
大 学 校

学　 校
学生募集

大学校学生 学生募集

受

験
資
格

昭和56年４月２囗以降
に生まれた者で高等学
校を卒業及び平成14年

３月まで卒業する見込
みの者など

昭和53年４月２日以降

に生まれた者で高等学
校を卒業及び平成14年
３月まで卒業する見込

みの者など

受
付
期
間

８月30日（木）

～９月11日（火）

７月26日（水）

～８月９日（水）

第
亅
次
試験

10月27日（土）

～10月28日（日）
９月23日（日）

お閤い§ わ廿先 嗇森海 卜保守部管理課総務係

〒030-0811 青森市青柳１＜卜2　TEL017-734-2423

平成13年度　論文

北方領土を考える　応募要領

主　題

羇　挌

方　法

屈帥 先

締tZ]日

審壹選考

入　賞

発表表彰

主題( メインテーマ) は～北方領土を考え

る～です。論旨を明確にさせるため副題

(サブ・テーマ) を設けることは自由です。

北方領土問題についてあなたの積極的な意

見や提言をまとめて下さい。

15歳以上で日本国内に住所を持つ者

↓00字詰原稿用紙(20 ×20) 、縦書 き５枚

(2,000字) 以内。※ワープロ印字も可。

別紙に応募者の1. 郵便番号、2. 住所、３．

氏名( ふりがな)、4. 生年月日、5. 性別。

６．職業( 勤務先、学校等)、7. 電話番号

(連絡先) を記入して添付する。原稿は未

発表のものとし応募原稿は返却しません。

送付方法は郵送・持参いずれも可。

〒060-0004　 札幌市中央区北４条西５丁目

アスティ45ビル　社団法人北方領土復帰期

成同盟｢ 論文担当｣

rELOl1-205-6500　FAX011-205-6501

平成13年10 月10日　※当日消印有効

審査員は学識経験者５名の方々に委嘱し厳

正な審査により選考します。

最優秀口 編)20万円、優秀(２編)10万円、佳

作(５編)５万円　 応募者より抽選で150名

の方に参加賞として記念品を贈呈します。

入賞の方には平成14年１月中旬頃までに直

|妾通知します。最優秀および優秀の入賞者

表彰式は、平成14年２月７日札幌市で開催

される～北方領土フェスティバル～雪まつ

り会場で行い、参加賞は発送をもって発表

に代えます。

｢青森ねぶた祭｣は必ず正装で！

ガラス族は参加できません。

今年も８月２日から７日までの６日間「青

森ねぶた祭」を開催します。

青森市では今春、「青森市ねぶた保存伝承

条例」を制定し、市民一丸となって「ねぶた

祭」を正しく伝承することにしました。

しかし、近年、花火の打上げや桟敷席に乱

入するなど、ねぶた祭を乱す『ガラス族』が

問題となっています。

各地に伝わる祭りはみんなの財産です。

参加する側も、見る側もルールを守り楽し

い祭りにしましょう。

■ カ=｡プ ス 族 に よｿる 危 険 行 為 ＼な 贈, はくづ＼=県

が 制 定 し だ｢ 青 森 県 迷 惑 行 為 等 防 正

条 例｣
し()7

△月＼y:↓し]日 施 行) ＼ﾉ｡万力了遯 肝 とﾚな

りﾚlﾀﾞ:I罰 ぜ ら ﾀれ゙:る 仁ﾉ と に な ＼サ:ま す:6ﾚﾉ:

◆お問い合わせ／青森市産業部観光課

(TEL017-734-1111内線3533)

知っていますか？　建退共制度！

建設現場で働く方々の退職金は安全・確実・

有利な「建退共制度」がおすすめです。

〈建設事業主のみなさまへ〉

☆申込手続きは簡単です！（加入時に経費

はかかりません）

☆経営事項審査で加点されます！

☆掛金は全額非課税で国が一部を補助しま

す！

☆福利厚生施設の融資が受けられます！

〈建設現場で働〈 みなさまへ〉

☆建退其の手帳を もってい ますか ？

☆事業主が変 わっても退職金は通算して計

算 されます！

☆加入者還元のための宿泊割引･レンタカー割引

等の提携サービス事業も行っております。

詳しいこ とは、最寄りの建退共青森県支部へ

お問い合 わせ下さい。

℡017-722-7611

勤労者退職金共済機構　 建退共青森県支部

建退共本部のホ ームページを開設 しました。

退職金の試算がで きますので、ぜ ひアクセス

して ください。

ホームページアドレス

httｐ://ｗ ｗ ｗ.alles.０ｒjｐ/～kentail/

●お知らせ情報局　ざ
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薬
を
使
わ
な
い
で

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る

個
別
健
康
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
す

◆
平
成
1
2年
度
か
ら
、
厚
生
省

で
は
老
人
保
健
事
業
第
４
次
計

画
推
進
の
中
の
ひ
と

つ
に
、

『
個
別
健
康
教
育
』
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
気
の
特

性
や
個
人
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
継
続
的
に
健
康
教
育
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
支
援
し
、
病
気
の
予
防

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

村
で
は
、
生
活
習
慣
病
に
よ

る
死
亡
や
患
者
数
が
多
く
、
介

護
が
必
要
な
高
齢
者
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
元
気

で
長
生
き
で
き
る
村
づ
く
り
を

目
指
す
手
だ
て
の
一
つ
と
し
て

1
3年
度
～
1
6年
度
に
か
け
て
、

基
本
健
診
受
診
結
果
、
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
の
要
指

導
者
、
ま
た
、
禁
煙
実
行
希
望

者
を
対
象
と
し
て
、
薬
を
使
わ

な
い
で
検
査
値
を
下
げ
る
・
禁

煙
を
実
行
す
る
個
別
健
康
教
育

事
業
を
行
い
、
健
診
事
後
指
導

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◆
1
3
年
度
実
施
計
画

①
実
施
内
容

・
人
数

今
年
度
は
、
高
脂
血
症
の
健

康
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

村
の
基
本
健
診
結
果
で
は
、

毎
年
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
高

い
人
が
一
番
多
く
出
て
い
ま
す
。

検
査
値

が
や
や
高
い
程
度
で
も

そ
の
状
態
が
続
く
と
、
正
常
値

の
人
に
比
べ
て
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
を
引
き
起
こ
し
た
り
死
亡

し
や
す

い
状
況
に
あ

る
こ
と
を

ふ
ま
え
、
昨
年
度
の
基
本
健
診

受
診
結
果
、
7
0歳
未
満
で
高
脂

血
症
要
指
導
判
定
を
受
け
た
方

の
う
ち
参
加
希
望
者
1
2
人
を
対

象
に
行

い
ま
す
。

②
実
施
期
間
・
内
容
等

ア
　

効
果
判
定
に
、
最
低
半
年

は
必
要
な
た
め
、
９
月
～
３
月

ま
で
の
約
半
年
間
に
保
健
婦
と

参
加
者
が
一
対
一
で
個
別
に
５

回
面
接
を
行
い
個
人
の
生
活
全

般
に
関
し
て
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ

た
無
理
の
な
い
生
活
改
善
の
方

法
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

会
場
は
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
行
い
ま
す
。

イ
　
効
果
が
ど
れ
く
ら
い
出
て

い
る
か
、
４
回
の
血
液
検
査
結

果
等
で
見
て
い
き
ま
す
。
採
血

は
蟹
田
町
立
病
院
で
行
い
ま
す

（
無
料
で
す
）
。

◆
こ
の
事
業
は
、
具
体
的
に
は

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
来
年
度
以
降
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

表１　個別健康教育実施計画人数

13 14 15 16 計

高 脂 血 症 12 18 15 15 60

糖　尿　病 ０ 12 12 ０ 24

高　血　圧 ０ ０ 12 12 24

喫　　　煙 ０ ３ ２ ０ ５

計 12 33 41 27 113

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
出

場

乳
幼
児
期
か
ら
む
し
歯

の
な
い
き
れ
い
な
歯
を

去
る
６
月
８
日
に
平
成
1
3年

度
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
第
一
次
選
考
会
が
青

森
保
健
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
昨
年

度
の
３
歳
児
健
診
で
「
む
し
歯

ゼ
ロ
」
だ
っ
た
子
ど
も
と
む
し

歯
が
な
い
ま
だ
は
治
療
が
完
治

し
て
い
る
母
親
が
ペ
ア
で
出
場

し
、
む
し
歯
の
な
い
き
れ
い
な

歯
を
競
う
も
の
で
す
。
今
回
も

平
内
町
上
二
厩
村
ま
で
の
東
青

地
区
の
き
れ
い
な
歯
自
慢
の
親

子
６
組
が
出
場
し
ま
し
た
。

村
で
も
高
根
地
区
の
久
慈
美

月
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
裕
美

さ
ん
が
村
の
代
表
と
し
て
こ
の

選
考
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
接

戦
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
東
青

地
区
の
代
表
に
は
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
歯
の
優
良
児
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
感
想
を
聞
い
て
み

る
と
、

「
と
て
も
、
楽
し
か
っ
た
の
で

参
加
し
て
良
か
っ
た
こ

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

村
で
は
乳
幼
児
期
か
ら
の
む

し
歯
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
、

む
し
歯
予
防
教
室
や
幼
児
健
診

を
受
け
た
子
ど
も
を
対
象
に
む

し
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
化
物

塗
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

対
象
に
な
っ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

た
久
慈
さ
ん
親
子

の
よ
う
な
む

し
歯
の
な
い
き
れ
い
な
歯
を
目

指
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
全

員
で
歯
の
健
康
に
関
心
を
も
ち
、

丁

寧
な
歯
み

が
き

や
早
期
の
歯

科
治
療
を
こ
こ
ろ
が
け
て
み
ま

し
ょ

つヽ
。

これからもむし歯をつくらないぞ！

●保健コーナー/θ



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

第
3
7回

題
「

歌

」

天
位

う
た
の
き
は
み
ん
な
が
う
た
い
そ
だ
つ
ん

だ

●
佳
作

●
五
客

☆
人
位

☆
地
位

う
た
き
ら
い
た
っ
て
わ
た
し
お
ん
ち
だ
も
ん

空
気
を
お
な
か
に
た
め
て
歌
う
の
さ

歌
を
し
る
い
ろ
ん
な
歌
が
と
ん
で
く
る

歌
う
た
う
ぼ
く
の
心
も
歌
っ
て
る

は
じ
め
て
の
う
た
を
う
た
う
ぞ
ド
キ
ド
キ
だ

お
ん
ち
だ
し
き
い
て
る
ほ
う
が
楽
し
い
よ

う
た
に
は
ね
た
く
さ
ん
き
ょ
う
だ
い
い
て
い
い
な

花
が
さ
く
歌
で
っ
ぼ
み
の
花
も
咲
く

歌
き
く
と
ね
む
く
な
る
の
は
私
だ
よ

小
鳥
が
ね
え
さ
を
ち
ょ
う
だ
い
と
歌
い
だ
す

あ
い
す
れ
ば
き
れ
い
な
こ
え
も
で
る
ん
だ
よ

友
だ
ち
は
う
た
を
う
た
う
と
つ
い
て
く
る

歌
う
時
み
ん
な
の
心
を
こ
じ
あ
け
る

歌
っ
て
ね
心
を
ひ
ら
く
カ
ギ
な
ん
だ

こ
こ
ろ
で
は
き
れ
い
な
う
た
が
な
が
れ
て
る

し
ず
か
に
ね
歌
が
し
ず
か
に
流
れ
て
る

そ
ら
た
か
く
ピ
ー
チ
ク
ピ
ー
ピ
な
ん
の
と
り

歌
声
は
気
持
ち
を
動
か
す
ま
ほ
う
だ
よ

う
た
う
た
い
げ
ん
き
に
な
れ
ば
い
い
け
ど
な

う
た
ご
え
を
こ
え
て
う
た
う
と
い
い
き
も
ち

う
た
う
た
い
み
ん
な
げ
ん
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

お
お
ご
え
で
そ
ら
ま
で
う
た
を
う
た
お
う
よ

４
年

佐
　
井
　
琴

海

さ
ん

６
年
　
松
本
　
怜
巳

６
年
　
高
松
　
尚
太

５
年
　
加
藤
　
眞
帆

６
年
　
工
藤
　
　
敦

４
年
　
青
木
　
果
歩

５
年
　
吉
崎
　
彩
奈

４
年
　
青
木
　
果
歩

４
年
　
八
戸
　
菜
摘

４
年
　
秋
田
　

育
美

４
年
　
坂
本
　
彩
乃

５
年
　
柿
崎
衣
里
加

５
年
　
柿
崎
衣
里
加

５
年
　
坂
本
　
雄
大

５
年
　
柿
崎
英
梨
子

４
年
　
若
佐
　
美
香

４
年
　
坂
本
　
　
駿

４
年
　
佐
井
　
琴
海

４
年
　
越
田
　
理
央

５
年
　
柿
崎
衣
里
加

５
年
　
青
木
　
未
来

４
年
　
青
木
　
果
歩

４
年
　
柿
崎
　
健
太

選
評

お
か
じ
よ
う
き
川
柳
社

八
戸
む
さ
し
さ
ん

歌
が
好
き
な
人
も
、
嫌
い
な
人
も

い
っ
ぱ
い
出
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。

「
歌
」
と
い
う
題
で
自
分
の
こ
と
を
書
く
、
そ
れ
が
川
柳
な
ん
だ
っ
て
分

か
っ
て
来
た
？

そ
し
て
、
読
ん
で
い
る
と
何
だ
か
絵

が
見
え
て
来
る
よ
う
な
川
柳
っ
て
ど

う
ぃ
う
の
か
分
か
っ
て
來
た
か
な
？

一
人
で
何
句
も
入
選
し
て

い
る
人

が
い
ま
す
。
ス
ゴ
イ
で
す
ね
。
僕
の
先

生
は
「
ほ
め
ら
れ
て
も
、
け
な
さ
れ
て
も
、
ど
ん
ど
ん
川
柳
を
作
り
な
さ
い
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
『
。

人
位
　
み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る
「
歌
の
力
」
と
い
う
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
ね
。

地
位
　
「
空
ま
で
歌
う
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
発
見
で
す
。
歌
は
元
気
で
歌
わ
な
く
っ

ち

や
Ｃ

天
位
　

「
歌
の
木
」
の
発
見
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
何
に
も
言
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。。
脱
帽
！

８　AUGUST

旧 月 火 水 木 金 上

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31
バイクの日
(８月19日)

茘爿行事予定表
JﾘLj リ　X　J　7 四C.ﾉ ＼冫

開催日 曜日 ‥　　　行　　　　 事　　　　 名 場　　　　 所 時　間 担 当

8/1 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 中 央 公 民 館

５ 囗 玉松海まっり 王 松 海 水 浴 場 9:55 観　光　協　会

６ 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

８ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 ク

夕 ク 乳児健診 々 13:00 福　　祉　　課

8～10 水～金 子ども会リーダー研修会 玉松台 ス ポーツガ ーデン 14:00 中 央 公 民 館

８・９ 水・木 国際交流会サマーキャンプ 々 ク 企　　圉　　課

14 火 成人式 ふるさと総合センター 10二00 社 会 教 育 課

20 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13:30 中 央 公 民 館

21 火 慰霊祭並びに追懐之塔除幕式 玉　　　 松　　　 台 10:30 福　　祉　　課

22 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 中 央 公 民 館

ク ク １歳６ヵ月・２歳児健診 中　央　 公　民　館 13:00 福　　祉　　課

26 日 よもぎた産業まつり 玉价台 スポ ーツガ ーデン 10:00 農 林 水 産 課

27 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

29 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 ク

// ●児童川柳／行事予定表



大
倉
山
好
会

前
大
倉
岳
避
難
小
屋
大
改
修

６
月
1
8日
と
1
9日
の
２
日
間
、
大
倉
山
好
会
（
山
舘

建
会
長
）
の
会
員
1
3名
が
前
大
倉
岳
避
難
小
屋
の
大
改

修
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
材
料
の
荷
揚
げ
作
業
に

始
ま
り
、
階
段
・
屋
根
の
掛
け
替
え
、
外
壁
へ
の
ペ
ン

キ
塗
り
等
を
行
い
ま
し
た
。
小
屋
の
利
用
に
当
た
っ
て

は
「
来
た
時
よ
り
き
れ
い
に
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
倉
山
好
会
で
は
、
今
後
、
黒
滝
遊
歩
道
の
整
備
、

袴
腰
岳
か
ら
大
倉
岳
へ
の
登
山
道
の
草
刈
り
、
ゴ
ミ
拾

い
の
作
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
の
入

会
を
歓
迎
し
ま
す
。

毎
年
村
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
る
蓬

田
三
山
（
大
倉
岳
、
赤
倉
岳
、
桍
腰
岳
）
や
大
倉
大
滝
、

黒
滝
は
、
秋
ま
で
本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
の
で
、
無
理
の
な
い
行
動
で
、
楽
し
い
山
行
を
。
ま

た
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
連
絡
先

大
倉
山
好
会
事
務
局
　

役
場
水
道
課
中
川
孝
治
ま
で

み
ー
つ
け

た

昨
年
の
秋
に
、
蓬
田

地
区
の
農
免
道
路
沿
い

に
設
置
さ
れ
た
「
蓬
田

雨
量
観
測
局
」
で
す
。

阿
弥
陀
川
、
四
戸
橋

川
へ
の
降
雨
量
を
観
測

し
、
水
害
に
対
す
る
河

川
管
理
の
対
策
及
び
水

防
活
動
等
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
に
青
森
土
木

事
務
所
で
設
置
し
ま
し

た
。近

い
う
ち
に
、
高
根

地
区
に
も
設
置
さ
れ
る

予
定
で
す
。

戸 籍 の

窓　　 囗

:人 口と 世 帯数 …… ……

（ ６月30 日 現在 ）

総 人 口　3,630 人 ＼ ＼

男　　1,719 人 ＼

女　　1,911 人 …………j

世 帯数1,095 世帯/卜

６月受付分

お誕生おめでとうございます

中川　岬
尊

日
日日

長女

ご結婚おめでとうございます

坂本　甲喜　 （中　　 沢）

前田　和江　（青 森 市）

｡]おくやみ申し上げますy

小松　ツル（阿弥陀川　87歳）

上ロ　トキ（長　　 科　85歳）

若佐　又七（中　　沢　81歳）

川崎　みわ（広　　 瀬　72歳）

編
　
集
　
後
　
記

夏
も
本
番
と
な
り
、
暑
さ
が

続
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今

月
は
、
海
ま
つ
り
・
産
業
ま
つ

り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト

が
め
じ
ろ

押
し
で
す
。
ド
ン
ド
ン
参
加
し

て
、
こ
の
夏
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
羽
目
を
外
し
た
り
、

暴
走
し
た
り
す

る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

事
故
や
ヶ

ガ
に
も
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●戸籍の窓口/ ２
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